
ふじえだっ子 食べ物を大事に 

“いただきました！” 

藤枝市 学校給食課 

      環境政策課 

H31.2.22提出案 

モデル事業 報告 

1 



１．藤枝市の概要 
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 市内の児童生徒が、 “もったいない”という気持ちを大切に、

食べ物のありがたみに気付き、食品ロスの現状を学び、工夫し

て食品ロスの削減のために環境活動を実践できるようになる。 

なぜ、給食を残してしまいますか？ 

事業実施前の給食に関する児童の現状 

モデル校の児童の調査による（Ｈ３０．６ 回答者９６３人） 

きらいなものが出る 

時間がない 

量が多くて食べられない 

おいしくないものが出る 

おなかがすいていない、   

          食べたくない 
ごはんやパンとおかずの 

           バランスが悪い 

          その他  

市内の小学５年生の調査による（Ｈ３０．１２ 回答者８９４人） 

２．事業の目標 

給食を残すことはありますか？ 
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子どもをとおして、保護者や
地域にも「食品ロス」削減を
呼びかけ。 

市内外の団体等と連携・協
力し、広く情報を発信できる
体制づくり。 

だれもが環境問題に「気
付き」「学び」「行動する」 

日本一の 

環境行動都市 

ふじえだ 

• 動画教材の作成 

• クリアファイルの配
布 

• 食べきりマット（給食
用ふきん）の配布 

• 学校給食の地産 

  地消メニュー開発 

• 「いただきました！ 
チャレンジ」 

• 家庭の冷蔵庫に貼
るマグネットの配布 

• ふじえだ食の３Ｒ体
験ツアー 

• 農業体験 

• もったいないアク
ションデー「給食残
量ゼロ週間」 
 

３．事業の概要 

市民一人ひとりに 

『知ってもらう』 

＜実施内容＞ ＜実施内容＞ 

子どもに 

『働きかける』 

子どもに 

『実践させる』 
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今後も継続的に働きかけられるように 
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４．事業の実施内容 

環
境
省
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施 

取組の種類 取組の内容 結果 

（５）モデル校（A小学校：児童数419名、B小学校：児童数551名）における食育・環境教育 

①動画教材を活用した
授業の実施 

• 給食をつくる様子や生産者の思い、
食品ロスやごみの問題を解説す
る動画教材を作成 

• Ａ小５年生の53.6％が全事

業の中でも、最も食品ロスの
理解に役立ったと回答 

②クリアファイルの配布 

（市内５年生･中学１年
生対象） 

• 食品ロスの啓発内容を記載したク
リアファイルを配布 

• 対象生徒・児童の担任
68.1％が、食品ロスの問題
の理解につながったと実感 

③食べきりマットの作成 

• 給食時の栄養指導や食育に使え
るツールとして食べきりマットを作
成し、使用時に給食指導を実施 

• Ｂ小４年生（83名）のうち
43.4％が｢野菜を食べるよう
にしたい｣、36.1％が「苦手な
物も食べたい」と回答 

④いただきました！チャ
レンジ 

（モデル校２校の５年生
対象） 

• 食品ロス削減の「めあて」を自身
で設定し、１週間の達成状況を自
己評価 

• 各クラスで、取組中の工夫や、今
後取り組みたいことを共有 

• ６割以上が「めあて」を100％
達成 

• 保護者からの意見で、自宅
での食事でも、食品ロス削減
を意識する行動ができたこと
が確認できた 

残食量の増減（全事業の実施前後） 
Ａ小は9.0％→4.2％に減少 Ｂ小は7.0％→3.5％に減少 
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４．事業の実施内容 

取組の種類 取組の内容 結果 

（１）学校給食の地産
地消 

 メニュー開発 

• “家庭でもできる学校給食新
ニュー”を開発し、レシピを公
表。調味料も開発 

• 当該メニュー提供日は、
児童が苦手とする野菜を
食べきることができた 

（２）藤枝３ Ｒ体験ツ
アー 

• 地域農産物の収穫、料理体験、
残さの堆肥化を体験するツ
アーを実施 

• モデル校の希望者：親子
１６組３９人（児童は２３
人）が参加 

（３）地域農家と連携
した農業 

 体験（米・みそ作り） 
※毎年実施 

• A校は給食ｾﾝﾀｰから提供され

た残菜堆肥を用いた大豆栽
培・みそ作り、B校では手作業
での田植えを実施 

• モデル校２校の５年生が
参加。 

（４）もったいないアク
ションデー「給食残量
を減らそう！」 
※毎年実施 

• 毎年１２月に、市内全小中学
校が、独自に決める「“もった
いない”アクション宣言（エコ活
動）」にチャレンジ 

• 27校中16校（モデル校を

含む）が「給食の食べ残し
削減」にチャレンジし、16

校全てが目標達成 

市
独
自
の
取
組 
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５．事業の実施スケジュール 

①動画教材を活用
した授業の実施 
（モデル校４～６年） 

②クリアファイルに
よる啓発 
（市内小5・中1） 

③食べきりマットに
よる給食指導 
（モデル校１～６年生） 

④いただきまし
た！チャレンジ 
（モデル校５年生） 

6月 7月 10月 8月 9月 11月 12月 1月 2月 

動画作成 授業 

児童 

アンケート 

ｸﾘｱﾌｧｲﾙ作成 
児童・生徒 

アンケート 

マット作成 給食指導 

チャレンジシート
作成 

実施・振り返り授業 

マグネット作成 
配布 

残食量
調査① 

残食量
調査② 

残食量
調査③ 

教員 

アンケート 

児童 

アンケート 

事業全体の 

効果評価 児童事前
アンケート 

児童事後
アンケート 

保護者 

アンケート 



子どもに 

『働きかける』 

おいしく食べ
てほしい！ 

給食で必要な栄
養が摂取できるよ
う、食べきれる工
夫をしています。 

給食を作る様子 生産者・栄養教諭の思い 

学校給食での残食の状況 

食の３Ｒ体験ツ
アーでの収穫体
験の様子を紹介 

①動画教材を活用した授業の実施 

実施内容 

給食をつくる様子や生産者・栄養教諭の思い、食品ロス
の問題を紹介する動画教材を作成して授業を実施。 

動画の内容 
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食品ロスの現状、ごみ処理の状況 

食品ロスをへらす取組みの紹介 

エコな料理教室 給食センター調理
残渣等のたい肥化 

地域の方との農業
体験→地産地消 

授業展開  給食残食の状況は？ 家では？ 

        食品ロス・ごみを減らすために、何ができるだろう？？ 

毎日国民一人
が１つ捨ててい
るのと同じ量 

①動画教材を活用した授業の実施 

動画の内容 
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■動画教材を見る （１０分） 

■ 「わかったことは？」 （１０分） 
• すごい量の食べ残しが捨てられている！ 

• 給食を作る人は私達のために栄養も考えて頑張ってくれているのに、しっかり食

べてなかった。 

• 燃やすごみなどの処理に、税金がたくさん使われている。また、燃やすごみが多

いと、地球温暖化が進んでしまう。 

■ 「これから、どうしたらいいと思う？」 （１０分） 
• せっかく栄養など私たちのことを考えて作られた給食なので、しっかり食べたい。  

• 税金をムダに使わないようにごみを減らすために、給食は残さない。 

■導入（１０分）  
（例えば５年生家庭科：栄養素の確認。今日の給食のメ
ニューは？ 栄養素は？） 

■まとめ（５分） （この授業では、子ども達に栄養素について気づかせる） 

①動画教材を活用した授業の実施 

授業の進め方 

モデル校の４～６年生
で授業を実施 
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市内全小中学校の５年生･中学１年生に、オリジナル
のクリアファイルを配布。 

小学生は家の人との会話の糸口として。中学生はクリ
アファイルの利用頻度が高く、目にしやすい。 

子どもに 

『働きかける』 

同じデザインのポス
ターを作成。市内全
校の給食室に貼り付
け。 

モデル校５年生の担任
と情報交換し、他の授業
でも利用できるよう、給
食の写真を利用。 

②クリアファイルの配布 

実施内容 
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Ｈ３０．１２調査 回答者２，２１６人 （小５生１，０９１人、中１生１，１２５人）中 

◆『食品ロス』知ってた？ ◆クリアファイルを見て、どう思った？ 

小５・中１ 

ほぼ同率 

学校によってばらつき大 

「知っていた」：9.8～67.6％ 
※回答者５０人以上の学校のみ 

「食品ロス」を減らす必要があると
思った 
 
「食品ロス」を減らすため、自分に

できることを考えようと思った 
 
家の食事でも家族と協力して食べ
残しに気をつけようと思った 
 
給食は、健やかな成長のために残
さず食べる努力をしたい 
 
食べ残しがごみを増やし地球温暖

化につながるので気をつけたい 
 
「食品ロス」を減らすため、好き嫌い
を無くそうと思った 
 
買い物の前に冷蔵庫の中や、消費
期限等を確認しようと思った 
 
地域で作られた新鮮な野菜を食べ

て地産地消をしようと思った 
 
「食品ロス」は理解できたが、自分
の食生活は変えられないと思った 
 
よく分からなかった 

②クリアファイルの配布 

児童・生徒アンケート 
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Ｈ３０．１２ 小５担任４７人、中１担任４９人、計９６人より回答 

◆クリアファイルを見てどう思った？ 

勉強になる内容が記
載されている 
 
絵やグラフ、写真等、

具体的で分かりやすい 
 
内容が分かりやすい 

 

興味を引く、動機付け
になる 
 
文字・情報量が多すぎ

る 
 
色合い、レイアウトが
見やすい 
 
良くない、使えない、改
良が必要 
 
色合い、レイアウト等
が見にくい 
 
クリアファイルなのが
いい 
 
内容が分かりにくい 

「食品ロス」の問題が理解できたよ
うだ 
 
食べ残しを減らす努力を始めた、
食べ残しが減った 
 
学校給食の重要性を理解したよう

だ 
 
身近な環境行動が地球温暖化につな
がることへの理解が深まったようだ 
 
特に変化無し 

 

授業の地産地消やフードマイレージとつ

ながり、学習の理解が深まったようだ 
 
家での冷蔵庫チェックなどの内容から、
家庭科・食育の理解が深まったようだ 
 
「食品ロス」問題やクリアファイル
の趣旨が理解できていないようだ 

◆子ども達の反応は？ 

②クリアファイルの配布 

担任アンケート 

小５・中１ ほぼ同率 

フォロー授業、資料等を
検討する必要あり。 

教科とのつながり（要素）を更に
盛り込んで、より利用しやすい

資料にしたい！ 14 



給食時などに栄養指導・食育に使えるツールとして 

食べきりマットを作成し、給食指導を実施 

上下は文字 

「食品ロス」と
は 

無理の無い範
囲での食べき
りを啓発 

子どもに 

『働きかける』 

中央はイラスト
（色） 

栄養素をバラ
ンスよくとる大
切さ 

食べ物の配置
のよい例 

低学年にも分かりやす
く興味が持てる内容 

②食べきりマット（給食用ふきん）の作成 

実施内容 

マットの作成 
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■ 「給食を残してないかな？」（１０分） 

 ・食べ残しの写真を見て、「赤」 
  「黄」「緑」の食べ残しを確認。 

  食べ残すと丈夫な体を作る 

  ことができないことを押さえる。 

■「昨日の給食には何が入ってい
たかな？」 （１０分） 

 ・給食の食材を洗い出し 

■ 「食材を分けてみよう」 （２０分） 

 ・食材を、ふきんを使って「赤」 
  「黄」「緑」に分ける。 

 ・色（栄養素）の働きをおさえる。 

■まとめ （５分） 
 （食べ残しを減らす意識を高める） 

②食べきりマット（給食用ふきん）の作成 

給食指導（1年生総合での例） 

※両アンケートはＨ３１．１ B校の４年生（83人）対象 

モデル校 食べきりマットを使った授業でのアンケート 

①栄養素を勉強してどう思いましたか？ 

②食品ロスを勉強してどう思いましたか？ 
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子どもに 

『実践させる』 ③いただきました！チャレンジ 

実施内容 

モデル校の5年生が、食品ロス削減のために自分ができ

ることを「めあて」として考え、1週間チャレンジ！ 

チャレンジ 

シート 
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配布時に指導 

③いただきました！チャレンジ 

めあての内容は、
「全部残さず食べ
る」「嫌いな物を、少
しでも食べる」がそ
れぞれ3割程度 

めあての決め方 
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チャレンジシートに保護者のコメントを記入する欄を作成 

冷蔵庫用マグネットを配布して、取組への協力を依頼 

（取組の通知・アンケートを合わせて配布） 

 

③いただきました！チャレンジ 

保護者への発信 

ワークシートに保護者への依頼を掲載 

冷蔵庫用マグネットを配布し保護者への啓発を実施 チャレンジシートには保護者や友達からのコメントを記入 
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③いただきました！チャレンジ 

チャレンジシートの振り返り授業 
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6.2%

36.1%

8.2%

22.7%

28.9%

46.4%

10.3%

17.6%

20.6%

20.6%

36.8%

45.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

とくに変化はなかった

家族の食べ残しを注意するようになった

給食で出た野菜やメニューの話をするようになった

食べ残しについて話をした

食事を残さず食べたり、残さないよう努力するようになった

A小(n-68) B小(n=91)

達成率 
Ａ小 Ｂ小 

人数 割合 人数 割合 

１００％達成 ４７ ６９．１％ ５７ ６２．６％ 

９０％以上１００％未満 １６ ２３．５％ ２１ ２３．１％ 

７０％以上９０％未満  ４  ５．９％ １０ １１．０％ 

７０％未満  １ １．５％  ３ ３．３％ 

計 ６８ － ９１ － 

 

③いただきました！チャレンジ 

取組の効果 

 いずれのモデル校でも６
～７割の児童が「めあて」
を100％達成した。 

 

 ワークシートの配布に合
わせて食品ロスに関する
授業を行った学校のほう
が、家庭への波及効果が
高かった。 

モデル校におけるチャレンジシートの「めあて」達成率 

○「チャレンジしてからは嫌いな物も残さず食べるようになりました。意識
することで、こんなにも変われるんだね。」 
○「家族にも食品ロスについて話してました。これからも続けていこう
ね！」 
○「食品ロスの教育のおかげで、食事を完食するようになりました。」 

保護者アンケート コメント抜粋 

モデル校５年生保護者対象（H30．10月実施） 
回答者数には無回答者も含む 

保護者アンケート 
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Ｈ３０．１２．１５“もったいない”市民のつどい での、展示の様子 

食品ロスを減らそう。
食べられることに感
謝したい。生きている
間ずっと続けたい。 

なるべく残さないよう頑張りました。
すると家の生ごみも減りました。こ
れを続ければ地球は助かる。 

一人だけが食品ロスに気をつ
けても、少しだけしかごみは減
らないから、みんな一人ひとり
が食品ロスに気をつける。 

時間を決めて、バ
ランスよく食べる
ことを意識して頑
張ることができて
よかった。食べ物
をムダにしないよ
うに、完食したい。 

③いただきました！チャレンジ 

児童の感想 
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（％） 

効果測定のため１月
にも調査。これまで
にない低い数値。 

５年生のみで見ると、 

 Ａ小：３．０％ Ｂ小：２．８％  

６．事業の効果（残食率、児童の行動変化） 

 モデル校での残食率は、事業前後で減少した。特に、5年生は
残食率が非常に低かった。 

 給食を「よく残す」児童の割合が7.4ポイント減少し、「全然残さな
い」児童の割合が3.1ポイント増加した。 

 

「給食を残すことはありますか？」   

モデル事業 実施前         実施後 

               『よく残す』７．４ポイント減！ 

モデル校全児童対象（H31．1-2月実施） 

残食率の変化 
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「食品ロス」問題がわかった子は９８％ 

「食品ロス」を知るのに役に立った取組み 

       Ａ小           Ｂ小 

 １
位 動画教材を

使った授業 

クリアファイル
等を利用した
給食時の栄養
指導 

２
位 

“いただきまし
た”チャレンジ
の取組 

12月“もったい

ない”アクション
宣言 

３
位 

クリアファイル
等を利用した
給食時の栄養
指導 

“いただきまし
た”チャレンジ
の取組 

モデル校5年生のアンケート結果（Ａ校：68人 Ｂ校：101人） （Ｈ31．1-2j実施） 

 モデル校5年生では、食品ロス問題が「よくわかった」「だいたい
わかった」児童の割合が9割以上となった。 

 A小のほうが「よくわかった」の割合が高い要因について思い当たること
があれば記載ください。（当日口頭で補足いただく形でもOKです） 

「食品ロス」問題についてわかったか 

     Ａ小                Ｂ小 
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６．事業の効果（残食率、児童の行動変化） 



モデル事業実施後にやってみたこと！ 
 「食品ロス」をへらす取組みを、自主的にしている子
（したが続かなかった子を含む）は、Ａ小で６割、Ｂ小で５割。 

     

今後、新しく取り組んでみたいこと！ 
 現在実施している取組み以外で、新たに実施したい
ことの１位は、「好き嫌いを無くす」！ 

 『給食を残す理由』第１位に対応しており、更なる食
べ残し削減につながる可能性大！！ 

 7割の児童が、モデル事業後に出された食べ物を残さず食べる努力をしたと
回答 

 5割の児童が、今後好き嫌いをなくす努力をすると回答 

モデル校5年生のアンケート結果（Ａ校：68人 Ｂ校：101人） （Ｈ31．1-2j実施） 
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６．事業の効果（残食率、児童の行動変化） 



今回はモデル事業を実施する機会を与えていただきありがとうございました。 

ご清聴ありがとうございました。 

今後の藤枝市の取組み 

“もったいない”という気持ちを大切に、 

 食べ物のありがたみに気付き、食品ロスの現状を学び、 

 自ら工夫して行動する人材を育成 

クリアファイルを 

利用した 

社会科・家庭科 

動画教材を 

利用した 

環境教育・食育 

食の３Ｒ体験ツアー、 

“いただきました”チャレンジ で、 

家庭での食品ロス対策 
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＜参考資料＞ 

平成３０年度藤枝市“もったいない”ポスターコンクール  

教育長賞 西益津小４年 松永 萌花さんの作品 

  

 

平成３０年度藤枝市“もったいない 

”ポスターコンクール 市議会議長賞  

高洲南小４年 森下陽向さんの作品  
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• 「ＡＢＣクッキングスタジオ」と連携し、“家庭でもでき
る学校給食新メニュー”を開発。レシピを公表。 

• 残食が多い小松菜・ブロッコリー（市内・県内産）に
つけるマヨネーズ等を提供。 

子どもに 

『働きかける』 

＋食育・地産地消 ＆ ＋キャリア教育 

地産地消メニュー開発 
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協力：ＡＢＣクッキングスタジオ 

ムダの少ない料理教
室 ｉｎ Ｂｉｖｉスタジオ 

給食の食材を納品する
市内の農家で、サツマイ
モの収穫体験 

中部給食センターで
たい肥化の見学 

子どもに 

『実践させる』 

• １０／７、１４  ９：３０～１４：３０ 

• モデル校の親子１６組３９人（児童は２３人）が参加  

『ふじえだ食の３Ｒ体験ツアー』 
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中部給食センターで給食
の調理くず等から作った
たい肥は、カレーのにお
いがするね。 

子どもに 

『実践させる』 Ａ小５年大豆（みそ）づくり 
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藁や籾殻も肥料や飼料とし
て再利用。捨てずに全て使
い切る！ 昔の人の知恵、
『もったいない』の精神だね。 

子どもに 

『実践させる』 Ｂ小５年 米づくり 
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毎年１２月に、市内全小中学校が、独自の「“もったいな
い”アクション宣言（エコ活動）」にチャレンジ。 

今年度は、２７校中１６校（モデル校を含む）が「給食の
食べ残し削減」にチャレンジ。 

子どもに 

『実践させる』 

全１６校で目標達成！ 

 Ａ校 
 「大食缶、大四角缶、小四角缶
のうち１つ以上を空にする」 

 Ｂ校 
 「大食缶、四角缶、長四角缶の
うち１つ以上を空にする」 

・全クラスで１つ以上の容器が空にできた。 

・１６クラス中１０クラスで３つ全てを空に
できた。 

・全クラスで１つ以上の容器が空にできた。 

・３つの容器の合計数のうち８４％を空に
できた。 

ご飯を残さず
たべよう 

残量グラフを作成
し、意識を高めよう 

牛乳の残
量をゼロ
にしよう 

藤枝市 もったいないアクション 
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全校の残食率の変化 

学校給食の残食率 
 
 
 
 

（％） 

猛暑の影響で、６月の残食率が非常
に高く、全体的に上昇。 

※年度内平均値 
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